
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書館では、地域住民の方々と協働して図書館を作り上げていくため、統合新図書館 
開館に向けたプロジェクトリーダー講座を開講しました。 
多くの方にご応募をいただき、約50名の受講生が集まりました。 
林炳大先生を講師にお招きし、コミュニケーションのとり方、企画運営の立て方などを 
グループワークを通して学んでいただいております。 
 今後、受講生は、みんなでつくる新図書館に向けて各部会に分かれ、皆さんが考えた 
企画の実現に向けて活動していく予定です。    

 
 みんなでつくる図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

                新図書館プロジェクトリーダー講座の様子です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

墨田区立あずま図書館 

郷土コーナー 

図書館開館プロジェクトリーダー講座 

          開講しました！！ 

 平成 24年6月から墨田区立あずま図書館郷土コーナーでは、「江戸一
目図屏風」のパネル展示を行っています。 

このパネル展示では、岡山県津山市立図書館に所蔵されている「江戸
一目図屏風」の写し等を展示しています。 
江戸一目図は、鍬形蕙斎（くわがたけいさい）が文化 6 年に描いた江

戸の景観図です。隅田川東部の上空から見渡したような江戸の俯瞰図と
して、極めて写実的に見えるように描かれており、東京スカイツリー展
望デッキにもそのレプリカが展示されています。ぜひ、ご覧ください。 

講師（林先生）から一言 

新図書館オープンに向けて、大人

のワクワク、子どものワクワク、地

域の住民の方のワクワクから生まれ
るエネルギーが、「交流」と「創造」

を生み出し、新図書館が「みんなの

図書館」となるべく活動中です。毎
回、楽しみながら講座を行っており

ます。皆さんと一緒にワクワクを作

り出していきたいと思っておりま   

す。 

受講生の声 

「みんなでつくる図書

館」に向けて、いろい

ろ企画していくのが楽
しみです。 

 

受講生の声 
様々な人の意見が聞けて、

さらに自分の中でアイディ

アができてきて、大変楽しい
時間でした。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２ 

こんにちは。 

梅若橋コミュニティ会館 

図書室です。 

 墨田区立梅若橋コミュニティ会館図書室は、区内で最も北に位置しています。 

図書室は１階にあり、車椅子の方でもご利用しやすいのが特徴です。 

 

 毎週土曜日（第５土曜日、祝日を除く）午後３時から、絵本コーナーにておはなし会を 

開催しています。皆様のお越しを心よりお待ちしております。 

 

 図書室の各所に特集コーナーを設けて

おります。毎月変わるテーマのほか、追悼

特集や時事ネタなど、時々に合わせて展開

し、様々な本を紹介しておりますので、是

非お手に取ってご覧ください！ 

 

所在地：〒131-0034 墨田区堤通2-9-1 

電話 ：03-3616-1101 

ＦＡＸ：03-3616-6605 

最寄り：鐘ヶ淵駅（東武）徒歩１０分 

    梅若橋コミュニティ会館前（バス）徒歩１分 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 書名 著者 予約数 

1 舟を編む 三浦しをん著 363 

2 ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野圭吾著 282 

3 麒麟の翼 東野圭吾著 245 

4 ジェノサイド 高野和明著 223 

5 人生がときめく片づけの魔法 近藤麻理恵著 212 

6 マスカレード・ホテル 東野圭吾著 212 

7 下町ロケット 池井戸潤著 161 

8 三匹のおっさん ふたたび 有川浩著 156 

9 真夏の方程式 東野圭吾著 152 

10 謎解きはディナーのあとで １ 東川篤哉著 143 

寄贈のお願い 
予約が集中している資料については、複数冊購入していますが、早期の提供ができない状況です。 
上記の予約多数図書で、読み終えてご家庭でお持ちのものがありましたら、図書館への寄贈をご検
討下さい。ご寄贈いただける場合は、お手数ですが、図書館・コミュニティ会館にお越しの際にお
持ち下さい。お持ちいただいた本は、図書館の資料として活用させていただきます。 

子
供
に
と
っ
て
は
嬉
し
く
、
大
人
に
と
っ
て
は

大
変
？
な
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
せ
っ
か
く

の
長
い
お
休
み
で
す
か
ら
、
旅
行
し
た
り
、
海
に

山
に
プ
ー
ル
に
行
っ
た
り
、
祖
父
母
宅
へ
帰
省
し

た
り
、
様
々
な
体
験
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
。

遊
び
も
大
事
で
す
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
夏
休

み
の
宿
題
は
頭
が
い
た
い
の
で
は
？
最
近
は
学
校

に
よ
っ
て
量
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

読
書
感
想
文
と
、
自
由
研
究
、
工
作
は
だ
い
た
い

定
番
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
便
利
な
夏
休

み
の
工
作
キ
ッ
ト
な
ど
も
売
っ
て
い
ま
す
が
、
本

を
参
考
に
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
を
考
え
た
り
工
作

を
し
た
り
す
る
の
も
い
い
の
で
は
？
と
思
い
、
参

考
に
紹
介
し
ま
す
。 

自
由
研
究
の
本
で
は
、「
小
学
生
の
か
ん
た
ん
！

お
う
ち
実
験
室
」<

成
美
堂
出
版>

は
、
難
易
度
と

所
要
時
間
な
ど
が
明
記
さ
れ
、
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス

ル
ー
ム
な
ど
の
実
験
場
所
が
設
定
さ
れ
様
々
な
実

験
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
作
る
、
調
べ
る
な
る
ほ
ど
自
由
研
究
」<

成
美
堂

出
版>

、
「
キ
ッ
チ
ン
で
簡
単
実
験
」<

学
研>

の
シ

リ
ー
ズ
全
六
巻
が
お
勧
め
で
す
。
自
由
研
究
の
ま

と
め
方
も
工
夫
さ
れ
て
い
て
と
て
も
参
考
に
な
り 

ま
す
。
中
学
生
向
け
で
は
「
中
学
生
理
科
の
自
由

研
究
」<

成
美
堂
出
版>

が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も

自
由
研
究
の
本
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
図
書
館
で
お
探
し
く
だ
さ
い
。
分
類
番
号

は
「
４
０
７
」
で
す
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
っ
て
み
よ
う 

な

ん
で
も
実
験
①
」<

日
本
放
送
出
版
協
会>

に
は
、

牛
乳
、
生
ク
リ
ー
ム
、
砂
糖
、
卵
１
個
と
氷
と
塩
、

大
小
の
缶
な
ど
を
つ
か
い
、
15
分
で
で
き
る
お
い

し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
作
り
方
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
暑
い
夏
、
遊
び
な
が
ら
美
味
し
い
科
学

実
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

工
作
の
本
で
は
、「
身
近
な
も
の
で
か
ん
た
ん
に

で
き
る 

か
ら
く
り
工
作
ブ
ッ
ク
」<

学
研>

は
、

紙
工
作
中
心
で
低
学
年
向
け
で
す
。
「
動
く!

遊
べ

る
！
小
学
生
の
お
も
し
ろ
工
作
」<

成
美
堂
出
版>

は
、
ゴ
ム
や
バ
ネ
、
電
気
や
磁
石
、
し
く
み
で
動

か
す
な
ど
の
様
々
な
方
法
で
動
く
お
も
ち
ゃ
を
牛

乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
使
わ
な
く
な
っ

た
も
の
を
再
利
用
し
て
作
る
エ
コ
な
工
作
を
紹
介

し
て
い
て
、
中
学
年
〜
高
学
年
向
け
で
す
。「
吉
沢

深
雪
の
や
っ
ぱ
り
手
作
り
雑
貨
と
暮
ら
し
た
い!

」

<

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所>

と
「
お
と
な
も
楽
し
い
こ
ど
も

も
楽
し
い 

手
づ
く
り
の
本
」<

主
婦
と
生
活
社>

は
大
人
向
け
の
雑
貨
作
り
の
本
で
す
が
、
と
て
も

セ
ン
ス
が
よ
く
素
敵
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
詰
ま
っ
て

い
て
、
高
学
年
の
女
子
向
け
で
す
。「
お
し
花
の
工

作
図
鑑
」<

い
か
だ
社>

は
、
押
し
花
や
葉
の
色
々

な
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
野
山
で
見
つ
け
た

ら
草
花
を
作
品
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？ 

（
ブ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
玉
手
箱
え
と
よ
ん
） 

 

「
小
学
生
の
か
ん
た
ん
！
お
う
ち
実
験
室
」 

<

成
美
堂
出
版> 



館 名 今月の特集コーナー 

一般書：「夏季オリンピック ロンドン」 

ティーンズサービス〔T.S〕：「真夏の夜はミステリー！」 あずま図書館 

児童書：「あめがすき」 窓ぎわの児童書「とりの本」 

一般書：「旅」 

緑図書館 児童書：「なつのとびら」 

ティーンズサービス〔T.S〕：「真夏の夜はミステリー！」 

寺島図書館 
児童１室：「なつをたのしむ」 

児童２室：「かがやく太陽」 

一般書：「英国」  児童書：「自由研究」 
立花図書館 

えほんのひろば：「ワッハッハ」 

一般書：「昭和の風景と大衆文化」「思考する謎～解ける喜び、騙される面白さ～」 
八広図書館 

児童書：「おばけ・妖怪」 

東駒形コミュニティ 一般書：「恐怖の扉 海外編」 

    会館図書室 児童書：「七夕☆」「だいすきいっぱい」 

梅若橋コミュニティ 一般書：「夏のアウトドア」  

会館図書室 児童書：「課題図書」 

横川コミュニティ 一般特集1：「夏の物語」 一般特集２：「ああ 懐かしの昭和」 

    会館図書室 児童特集：「あつまれ！虫」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑図書館（すみだ文化講座）と資料展【7・8月】 

すみだ文化講座 154 

 本所の旗本事件帖 

講師：岡崎柾男氏 

  日時：７月22日（日）午後2時～4時 

  場所：緑図書館3階学習室 

資料展 

「江戸のすみだ いろいろ江戸地図資料展」 

ミニ文学展 

「芥川龍之介と本所両国」 

期間：６月30日（土）～７月22日（日） 

場所：緑図書館１階、3階展示コーナー 

すみだ文化講座 155 

 三遊亭円朝とすみだ 

講師：滝口雅仁氏 

  日時：８月11日（土） 午後2 時～4時 

  場所：緑図書館3階学習室 

資料展  

「レクイエム〈戦争・震災・原発・子ども〉」森田睦 詩画展 

ミニ文学展 

「三遊亭円朝資料展」 

期間：７月28日（土）～９月２日（日） 

場所：緑図書館１階、3階展示コーナー 

図書館 日にち 時間 内容 定員 

あずま図書館 ８月１９日（土） 
午前 11時 

午後２時 

ちょっとこわいおはなし会 
おはなし・パネルシアター ほか 

各回先着 

100人 

緑図書館 ８月２２日（水） 
午前 11時 

午後２時 
人形劇「三まいのおふだ」 ほか 

各回先着 

80人 

寺島図書館 ７月25日（水） 午後２時 
大型絵本「きょうはなんてうんがいいんだろう」 

紙芝居・パネルシアター ほか 
先着 

40人 

立花図書館 ７月29日（日） 午後２時 
人形劇「ペンギンおうえんだん」 
おはなし・パネルシアター ほか 

先着 

50人 

八広図書館 ７月18日（水） 午後３時15分 
人形劇「まんまるパン」 
おはなし・うた ほか 

先着 

100人 

 

墨田区立図書館では、子どもたちに本や物語などに親しみを持ってもらうためのきっかけづくりとして、人形劇・
おはなし会・工作会などを行っています。 
 ７月・８月は、各図書館で夏のおたのしみ会を開催いたします。たくさんの本と物語との出合いに、この夏は図書
館のおたのしみ会（子ども会）に、いらっしゃいませんか？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
稲
荷
を
江
戸
の
屋
敷
に
も
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
、
屋
敷
神
や
土

地
神
を
稲
荷
と
し
て
大
名
や
旗
本
が
屋
敷
に
祀
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

江
東
橋
の
近
く
に
あ
る
五
柱
稲
荷
は
「
植
村
稲
荷
」
と
い
わ
れ
、
明
治

36
年
頃
ま
で
月
に
三
度
の
縁
日
が
あ
り
ま
し
た
。
五
柱
稲
荷
は
江
戸
の
切

絵
図
を
見
る
と
植
村
帯
刀
の
屋
敷
に
な
っ
て
い
る
の
で
屋
敷
神
と
し
て

の
稲
荷
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
植
村
家
と
は
ど
ん
な
旗
本
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
『
猫
の
花
魁
遊
び
』
と
い
う
本
が
近
年
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
、
江
戸
中
の
話
題
と
な
っ
た
「
植
村
家
」
の
事
件
の
顛
末
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。 

本
所
の
千
石
取
り
の
旗
本
植
村
家
か
ら
神
田
小
川
町
の
千
石
取
り
の

旗
本
朝
比
奈
家
へ
嫁
い
だ
、
と
ゑ
が
お
り
ま
し
た
。
当
主
百
助
は
行
い
が

良
く
な
い
と
の
評
判
で
、
自
分
の
家
に
祀
っ
て
あ
っ
た
稲
荷
の
祠
を
取
り

壊
す
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
狂
気
し
た
よ
う
に
な
っ
て
療
養
し
て

い
た
と
こ
ろ
宝
暦
元
年
（
１
７
５
１
）
8
月
22
日
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
と
ゑ
の
夫
で
あ
り
、
後
継
の
万
之
助
義
豊
が
父
百
助
の
葬
儀
を

執
り
行
う
は
ず
の
24
日
の
朝
、
朝
比
奈
万
之
助
は
突
然
抜
刀
し
、
葬
儀
に

集
ま
っ
て
い
た
と
ゑ
の
兄
、
植
村
千
吉
を
袈
裟
懸
け
に
斬
り
殺
し
、
続
い

て
朝
比
奈
家
の
用
人
松
田
常
右
衛
門
、
継
母
ぎ
の
を
殺
害
、
乳
母
や
下
女

も
斬
り
つ
け
6
人
を
殺
傷
し
て
し
ま
い
ま
す
。
万
之
助
は
さ
ら
に
妻
と
ゑ

を
「
姦
婦
を
成
敗
し
て
く
れ
よ
う
ぞ
！
」
と
探
し
回
り
、
祖
母
栄
寿
院
に

「
本
所
の
植
村
家
ま
で
は
到
底
行
き
着
け
な
い
か
ら
、
諦
め
て
自
害
せ

よ
」
と
説
得
さ
れ
、
切
腹
し
て
介
錯
を
栄
寿
院
に
頼
ん
で
い
ま
す
。
継
母

ぎ
の
は
用
人
松
田
常
右
衛
門
と
密
通
し
て
い
た
ば
か
り
か
、
共
に
図
っ
て

万
之
助
を
狂
人
に
仕
立
て
座
敷
牢
に
押
し
込
め
、
朝
比
奈
家
を
意
の
ま
ま

に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。 

植
村
千
吉
は
、
真
田
久
馬
の
次
男
で
し
た
が
三
浦
肥
後
守
の
養
子
分
と

な
っ
た
後
、
と
ゑ
の
妹
を
妻
と
し
て
植
村
家
を
継
い
で
本
所
の
屋
敷
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
と
ゑ
は
家
風
に
合
わ
ぬ
と
本
所
の
屋
敷
に
帰
さ
れ
て
い

江
戸
に
多
い
も
の
と
し
て
「
伊
勢
屋
・
稲
荷
・
犬
の
糞
」
と
い
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
確
か
に
現
在
で
も
稲
荷
は
区
内
各
所
に
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。『
江
戸
の
お
い
な
り
さ
ん
』（
下
町
タ
イ
ム
ズ
社
）
の
は
し
が
き
に
、

稲
荷
は
「
お
い
な
り
さ
ま
」
で
あ
っ
て
、「
い
い
な
り
」、
つ
ま
り
願
い
事

を
「
い
い
な
り
」
に
聞
い
て
く
れ
る
。
と
、
ま
あ
、
都
合
よ
く
洒
落
て
江

戸
に
流
行
し
た
ら
し
く
、
江
戸
の
東
部
に
は
特
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 江

戸
の
稲
荷
で
ま
ず
筆
頭
は
三
囲
稲
荷
で
、
番
付
（
ラ
ン
ク
表
）
で
は
、

大
関
、
横
綱
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
墨
田
区
で
知
ら
れ
た

も
の
だ
け
で
も
、
向
島
で
は
三
囲
稲
荷
（
向
島
2-

5-

17
）、
隅
田
稲
荷

(

善
左
衛
門
稲
荷
／
墨
田
4-

38-

13
）
、
玉
の
井
稲
荷
（
墨
田
3-

10-

2
）、
三
輪
里
稲
荷
（
八
広
3-

6-

13
）、
境
稲
荷
（
東
向
島
3-

23-

17

蓮
華
寺
内
）、
飛
木
稲
荷
（
押
上
2-

36-

6
）
、
大
井
戸
稲
荷
（
立
花
3

-

20-

10
）、
本
所
で
は
、
榛
ノ
木
稲
荷(

両
国
4-

34-

1)

、
駒
止
稲
荷

（
横
網
1-

13
安
田
庭
園
内
）
金
春
（
兼
春
）
稲
荷
・
上
野
稲
荷
（
両
国

3-

13
松
坂
町
公
園
内
）、
元
徳
稲
荷
（
立
川
3-

18-

2
）、
初
音
稲
荷

（
千
歳
2-

4-

8
）
榎
稲
荷(

立
川
4-

12-

24)

、
長
倉
稲
荷(

緑
4-

38-

5)

、
二
葉
稲
荷(

亀
沢
1-

20-

12)

、
津
軽
稲
荷(

錦
糸
1-

6-

2)

、
田
螺
稲
荷
（
江
東
橋
3-

3
）、
正
一
位
千
種
稲
荷
（
錦
糸
公
園
）、

徳
山
稲
荷(

石
原
1-

36-

10)

、
五
柱
稲
荷
（
緑
４-

11-

６
）
、
玉
林
稲

荷
（
東
駒
形
1-

7-

14
）
榎
戸
稲
荷
（
業
平
5-

4-

1
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

稲
荷
に
は
、
三
囲
稲
荷
が
元
、
田
中
稲
荷
と
い
っ
た
よ
う
に
田
圃
の
中

に
あ
っ
て
田
の
神
と
、
神
の
使
い
と
し
て
の
狐
が
合
わ
さ
り
稲
荷
と
し
て

祀
ら
れ
た
も
の
や
、
津
軽
稲
荷
の
よ
う
に
、
津
軽
（
弘
前
）
藩
主
が
津
軽

て
、
同
じ
屋
敷
に
い
た
千
吉
と
と
ゑ
は
妹
の
目
を
盗
ん
で
男
女
の
仲
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
何
と
ま
あ
、
あ
き
れ
た
こ
と
か
、
万
之
助
の
気
持
ち
に

同
情
し
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
植
村

家
で
は
、
お
上
に
報
告
せ
ず
、
出
来
れ
ば
隠
し
た
い
と
の
思
惑
が
裏
目
に

出
て
、
大
目
付
の
吟
味
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
朝

比
奈
家
を
は
じ
め
、
植
村
千
吉
家
、
植
村
家
を
庇
お
う
と
し
た
三
浦
肥
後

守
の
家
も
断
絶
と
な
り
ま
す
。
植
村
家
の
宗
家
上
総
勝
浦
藩
の
大
名
植
村

土
佐
守
家
は
家
名
存
続
を
特
赦
に
よ
り
許
さ
れ
、
旗
本
と
し
て
本
所
植
村

家
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幕
末
の
植
村
家
の
当
主
が
植
村
帯
刀
で
あ

り
、
文
久
3
年
に
は
講
武
所
砲
術
師
範
役
に
な
っ
て
い
ま
す
。
『
新
撰
東

京
名
所
』
六
十
編
に
明
治
9
年
3
月
植
村
通
泰
の
書
い
た
敬
神
の
文
を
五

柱
稲
荷
の
扁
額
と
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
幕
末
明
治
女
百
話
』
に

江
戸
時
代
本
所
の
七
不
思
議
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
、
そ
の
中
に
、
旗
本

植
村
の
屋
敷
の
所
で
小
便
を
す
る
と
必
ず
堀
へ
落
ち
る
。
何
で
も
植
村
様

に
は
あ
り
が
た
い
神
様
が
祀
っ
て
あ
る
。
と
い
う
言
い
伝
え
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
真
津
志
麻
記
） 

 

参
考 『

江
戸
の
お
い
な
り
さ
ん
』
塚
田
芳
雄
（
下
町
タ
イ
ム
ズ
社
） 

『
猫
の
花
魁
遊
び
』
岡
崎
柾
男
（
げ
ん
ご
ろ
う
） 

『
稲
荷
信
仰
事
典
』
山
折
哲
雄
編
（
戎
光
祥
出
版
） 

『
東
京
名
所
図
会
：
本
所
区
之
部
』
睦
書
房 

『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
第1

巻
』 

『
三
田
村
鳶
魚
全
集
』
第
四
巻
（
中
央
公
論
社
） 

『
幕
末
明
治
女
百
話
』
篠
田
鉱
造
（
角
川
書
店
） 

<

お
知
ら
せ>

 

『
猫
の
花
魁
遊
び
』
の
著
者
岡
崎
柾
男
氏
に
よ
る
講
演
が 

緑
図
書
館
で
７
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
行
わ 

れ
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 



【開館時間】     【 休  館  日 】  
● 火曜日～土曜日・・・・・9：00～20：00    ● 館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 

● 日曜日・月曜日・祝日・・9：00～17：00    ☆コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

☆コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が9：00～20：00 です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

 
日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

東・梅・横 
 

コミュニティ 
 

図書室休館 

 

 

  緑「小さい子どもの

ためのおはなし

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

寺「おはなし会」 

14：30～ 

東「おはなしのも

り」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

8 9 10 11 12 13 14 
   ♪緑「こうさく会」 

15：15～ 

八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

あ「あそびとおはな

し会」11：00～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

寺「おはなし会」 

14：30～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

15 海の日 16 17 18 19 20 21 
  東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

緑「おはなしのへ

や」15：15～ 

八「夏のお楽しみ

会」15：15～ 

館内整理日 
 

全館休館 
 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

 14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

22 23 24 25 26 27 28 
あ「小さい子どもの

ためのおはなし

会」11：00～ 

★緑「すみだ文化講

座」14：00～ 

 寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

寺「夏の子ども会」 

14：00～ 

♪あ「こうさく会と

おはなし会」 

15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

 14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

29 30 31 
立「夏の子ども会」 

14：00～ 

  

 

 

 

♪１１日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『うちわを つくろう』です。 

♪２５日（水曜日）のあずま図書館の「こうさく会とおはなし会」は『ミニ・ノ

ートをつくろう！』です。 

★２２日（日曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、一般向けの講座です。 

☆行事の詳細は、各館に直接お問合せください。 

 
中小企業センター２階の講習室を、中学生以上の方の勉強室として開放します。 

日時：７月２２日（日）～８月３１日（金） 午前９時～午後５時 
※中小企業センターで使用する日及びあずま図書館休館日は利用できません。 

お知らせ 

 


